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（平成9年4月号 ）
企 平成9年度富山大学入学式 円内は新入生を代表して宣奮する経済学部牧野沙織さん
（平成9年4月10日富山市芸術文化ホール）
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学生生活へ夢いっぱいの1,877名の入学
平成9年度富山大学入学式を挙行
一一平成9年4月10日（木）富山市芸術文化ホール一一
平成 9年 度富山大学入学式が， 平成 9年 4月10日 （木） 午前10時30分から新装成った富山市芸術文 化ホール（オーバー
ド ホール） において挙行 されました。
まず， 小黒学長から学部入学生1,591名， 大学院入学生286名， 合計1,877名（うち 外国人留学生47名を含む。） の新入
生に入学許可宣言があり． 続いて学長から告辞がありました。
これに対して， 新入生を代表して経済学部経済学科 牧野沙織さんが「私たち新入生一同は， 在 学中学則を守り， 自己
の 研 績に努め， さらなる未来への展望を広げるとともに． より一層の学識を深めるよう努力いたします。Jと力強く宣
誓し， 入学式を終了しました。
式終了後， 新入生を歓迎して本学合唱団， ギター ・ マン ド リンクラブ及びフィルハーモニー管弦楽団による合唱及び
演奏があり， 引き続き11時30分から教養教育及び学生部・保健管理 センターのオリエンテーションが行われました。
企 小黒学長の告辞 を聴く新入生
｜ 入学式学長告辞（全文） ｜
学長 小 黒 千 足
.A 受付の後式場へ入る新入生
本日 富山大学に入学を許可された諸君に， 全学の教職
員を代表して． 心からお慶びを申し上 げます。特に． 新
しく大学に入学する学部学生は， 感慨が深 いものと思わ
れます。大学を目指して努力した結果が， いま実り， 諸
君の夢の第一歩が始 まりました。
しかし， 当然のことながら， 大学に入学することが諸
君の最終目的ではないはずであります。入学したこの時
から， 卒業の時までに何を得たいのか， どのような学生
生活を送るべきか， また， いかにして人間的に成長する
べきかを考える必要があります。
諸君が大学生として過ごすこれからの数年 聞が， 卒業
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後の長い人生を決定すると云っても過言ではありません。
いま， 真剣に将来を考え， 人生設計をするべきでありま
す。大学に入学した目的が不明であれば， コンパスを持
たない航海と同 様． 自らの位置が判らないまま， いたず
らに時を過ごすことになります。この点に熟慮すること
を希望いたします。
さて， すべての人が踊ったパプルの全盛期， それを過
ぎたバブル崩壊の時， それらは既に過去のものでありま
す。しかし， それらの後遺症はいまだに社会に大きな影
響を与えております。長く続いた円 高が突然、円安に転じ
ました。これら突然起こる大きな変化を． 誰が前もって
知り得たでしょう。いま， 私はいたずらに事例を上げて
いるのではありません。諸君が卒業する 4年後に， 諸君
を取り巻く環境がどのようなものかを予測するのは不可
能に近いことを述べているのです。
一方， 諸君には卒業の時が間違いなく参ります。その
時， 変化した社会にどれだけ対応できるかがその後の人
生を左右します。前もって予測できない社会の変化にど
う対処するかが． すべてを決定します。それに対するた
めには． ものごとの本質を見 極める目と叡知を養うこと
であります。大学で学ぶのは知識もあれば技術もありま
す。しかし， それらを通じて本質を探り， 真実を見 通す
目と叡知を体得することが何より必要であることを心に
留めて下さい。ものごとの本質を理解できれば， おのず
と対応は可能になりましょう。
就職 戦線超氷河期と云われ． また， 就職協定破棄によっ
て， 学 生の就職 に対する不安感が 高まっていることは否
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定できません。しかしながら， いたずらに右顧左阿しで
も決して良い結果はもたらされません。良い就職 は， 何
を身につけたかによって決まります。これからの数年間
は腰を落ち着け． 先ほど申したことを基本に． 努力され
ることを期待いたします。
さて． 大学の教育は． 高度の学問 ・研究に裏付 けられ
たもので， 諸君が今まで受けた教育とは， 本質的に異な
ります。それぞれの教師 は， 独自の研 究， 情報あるいは
信念にしたがって講義を行 い， 実験を指導します。
小学校， 中学校あるいは 高等学校のように検定を受けた
画一的教科書などは一切用いません。たとえ， 講義 の名
称が同 じでも， 全国にーっとして同 じ内容のものはあり
ません。このことは非常に重要な意味をもっていること
を， 心に刻んで教室に臨むことが必要です。
また． 先にもふれたように， 大学において知識や技術
を習得することは当然ですが， 何にもまして人格を養う
ことが大切です。人格無き知識や技術は， 百害あっても
一利もありません。大学 生活を通じて， 人格の緬養を心
がけることを切に希望いたします。
なお， 大学院修士課程あるいは博士課程に進学した諸
君は， 以上 述べたことは既に体得していることと信じま
す。今後さらに， 高次の知識と技術の習得に努め， 人間
としての完成のため， さらに努力されることを期待いた
します。
以上大学入学に当たっての心構えを述べ， 告辞を終わ
ります。
平成9年5月発行 学 報 第犯8号
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（法 律）
O教育公務員特例 法の一部を改正する 法律（31)
（平 9 . 4 .  9 官 報第2113号）
（規 則）
O人事院規則，j 9 - 1 （非常勤職員の給与）の一部を改
正する人事院規則lj （人事院 9 - 1 -14) 
（平 9 . 4 .  1 官 報第2107号）
0人事院規則10- 4 （職員の保健及び安全保持） のー
部を改正する人事院規則（人事院10- 4 - 6) 
（同上 ）
0人事院規則16- 0 （職員の災害補償） の一部を改正
する人事院規則IJ （人事院16ー0ー20)
（向上 ）
O人事院規則 9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等の基準）
の一部を改正する人事院規則（人事院 9 - 8 -32) 
（平 9. 4 .  23 官 報第2123号）
� [!) � 
第5回学長候補者選挙管理委員会（ 4月15日 ）
（議 題）
(1) 第 4回委員会記録の確認について
(2) 本選挙不在者投票 状況について
(3) 本選挙の実施について
(4) その他
第1回評議会（ 4月15日 ）
（審議事項）
(1) 次期学長候補者について
(2) その他
第1田部局長懇談会（ 4月18日 ）
（議 題）
(1) 当面の諸問 題について
(2) その他
第1回大学院委員会（ 4月18 日 ）
（審議事項）
(1) 学生の除籍について
(2) その他
第2回評議会（ 4月18日 ）
（審議事項）
(1) 富山大学名誉教授称号 授与について
(2）学生の除籍について
(3) その他
第1回日本海経済研究センター（仮称） 設置準備委員会
( 4月18日 ）
（議 題）
.(1) 委員長の選出 について
(2) 委員会設置等の経緯について
(3) 今後のスケジュールについて
(4) その他
第1回放射性同位元素総合実験室運営委員会（ 4月22日 ）
（鵠 題）
(1) 平成 8年度運営費決算（案） 及び平成9年度運営
費予算（案） について
(2) 放射線防護設備について
(3) 平成9年度放射性同 位元素等の使用申請（案） に
ついて
(4) その他
第1回生涯学習教育研究センター 運営委員会（ 4月22日 ）
（議 題）
(1) 平成9年度事業計画について
(2) その他
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第1団体育施設委員会（ 4月22日 ） 第1回総合情報処理センター運営委員会（ 4月25日 ）
（ 審議事項）（ 議 題）
(1) 平成9年度体育施設運営経費について
(2) 平成10年度概算要求事項等について
(1) 生活協同 組合のキャンパス情報ネット ワークへの
接続について
(3) 体育施設の総合的整備について (2) 共通経費の要求について
(4) その他
第1回附属図書館商議会
（ 審議事項）
(3) ネットワーク利用負担金について
(4) その他
第1回授業料等減免選考委員会（ 4月28日 ）
(1) 平成9年度附属図書館運営費について （ 議 題）
第1回低温液化室運営委員会（ 4月24日 ）
(1) 富山大学入学料免除者選考基準について
(2) 富山大学授業料免除 者選考基準について
（ 議 題） (3) 平成9年度大学院入学生の入学料免除 者の選考に
(1) 平成 8年度低温液 化室運営費決算 （ 案） について
(2) 平成9年度低温液 化室運営費予算 （ 案） について
(3) その他
ついて
(4) 平成9年度学部入学生の入学料免除 者の選考につ
いて
(5) その他
司 ミJ
学 位 取 得 者
学位取得 者 工学部 助手 松田 健 二
学位の種類 博士（ 工学 ） （東 京工業大学 ）
取得 年月 日 平成9年3月31日
学位論文名 高分解能透過型電子顕微鏡による Al一Mg2Si系合金における中間相の時効析
出 に関する研 究
論文の要旨 Al一Mg-Si系合金は． アルミサッシなどの建築用 部材として使用されてき
たが， 近年， 自動車， 鉄道車両等の車体材料として注目され， 鉄鋼材料に匹
敵する強 度が求められている。しかし本合金の構成元素は原子番 号 が隣接し
ており， 本合金の強度を支配する時効析出 物の構造は従来のX線回折等の手
法ではわからなかった。本論文では， 本合金の時効析出 物であるナノオーダーの
中間相の結晶構造を， 高分解能透過型電子顕微鏡観察， マイクロビーム電子回
折及びエネルギ一 分散型X線分光分析法を用いて調べ定義 した。さらに， 中間相と母相との結晶学的方位関係も明らか
にするとともに， 従来推測に過 ぎなかった本系合金の時効析出 過程を， 初めて材料組織学的に解明した。 特に強度の増
加に有望で， 実用的に最も重 要である過剰シリコ ン型の Al一Mg-Si合金においては， これまで、まったく見 いだされて
いなかった． 結晶構造の異なる複数 の中間相が形成される析出 現象を発見 し， 機械的性質の改善方法を提案した。
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異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 9. 4. 7 五十嵐清平
9. 4.  14 近藤 俊彦
，， 尾下 成敏
，， 室谷 告日白
，， 杉本 圭優
。 知念 賢司
4シ 吉田 博一
，， 神田 明典
9. 4. 28 山本千夏
昇 任 9. 5 .  1 金森 寛
（井 任 9. 4. 2 宮下 尚
。 宮下 尚
，， 山淵 龍夫
点以．ザー 報
や』司事ll!J
異 動 前 の 所 属 官 職
助教授（理学部）
教 授（ 工学部）
教 授（ 工学部）
教 授（ 工学部）
ミl�f!lf!l
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異 動 内 n合～・
臨時用務員（経理部経理課作業員）
事務補佐員（附属図書館情報サーピス課）
。 ，， 
技術補佐員（総合情報処理 センター）
今 ，， 
。 ，， 
。 ，， 
dシ ，， 
事務補佐員（人文学部・理学部）
教 授（理学部）
工学部長・評議員（～11. 4 . 1 ) 
評議員の併任を解除する
評議員（～9. 5. 31) 
次期学長候補者に時津貢工学部教授を選出
小黒千足学長の任期が平成9年6月12日 に満了する ことに伴い． 次期学長候補者の
選考が行 われました。
学長候補適任者として次の 4 名 が推薦され， 平成9年 3月19日 に予備選挙を行 い，
4月15 日 に本選挙を行 った結果，時津 貢 工学部教授が学長候補当選者となり， 同 日
開催の評議会において次期学長候補者に決定しました。任期は， 富山大学学長選考規
則に基づき 平成9年6月13日 から 4年間
瀧 浮 弘（富山大学教育学部教授）
時 津 貢（富山大学 工学部教授）
中 川 降（富山大学教育学部教授）
吉 原 節 夫（富山大学経済学部教授）
時j事教授は， 昭和31年 3月富山大学工学部金属 工学 科を卒業， 昭和33年 3月大阪大学大学院工学 研究科を修了後， 同
年4月株式会社不二越勤務． 同社鋳造部生産技術課長を経て， 昭和40年 3月富山大学 工学部助手 ． 同 41年 4月間講師 ，
同 44年 4月同助教授， 同52年10月から同教授となり， 現在 に至っています。この間， 昭和58年 7月から同6 0年 9月まで
附属図書館工学部分館長． 平成元年6月から同 5年 4月まで評議員， 平成5年 4月から同 9年 4月まで 工学部長を歴任
されました。
専門は， 塑性加 工学， 工学博士（大阪大学） 。
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平成9年度富山大学大学院教育学研究科及び理学研究科入学式を挙行
本年度に設置された大学院教育学研 究科（修士課程） 教科教育 専攻音楽 専修及び理学研 究科（修士課程） 生物圏環境
科学 専攻の入学式が， 去る 4月18日 （金） 午前 9 時30分から黒田講堂会議室において挙行 されました。
初めに小黒学長から， 新入 生12名（教育学研 究科 3 名 理学研 究科 9 名 ） に入学許可宣言があり， 続いて告辞があり
ました。
これに対して， 新入 生を代表 して． 教育学研 究科居島仁美さん， 理学研 究科 西尾晴由さんが 「 私たち新入 生一同 は，
在 学中学則を遵守し． 専門にかかわる 高度の能力及びその基礎となる豊かな学識を養うよう努めることを誓います。 」
と力強く宣誓し， 式を終了しました。
企 告 辞 を述べる小黒学長 企 告辞 を聴く新入生
Q!)�ミ）［！）�
渡航の種類 所 属 1段 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
大 韓 民 国 第22回韓国高分子学会年会及び第
9. 4 . 10 
外 国出 張 工 学 部 助教授 神 原 貴 樹 ア メ リ カ合衆国 213回アメリカ化学会年会に出 席、
研究発表及び研究打合せ 9. 4. 20 
ゲー ム理論とその応用に関する研
9. 4 . 14 
経済学部 教 授 菊 田 健 作 連 t口b、 王 国 究 9. 11. 15 
9. 4. 20 
学 長 小 黒 千 足 イ ン ド 高等教育機関の現状調査
9 .  4. 28 
経 理
9 .  4 .  20 
事 務局 部 長 斎 藤 敏 イ ン ド 高等教育機関の現状調査 9. 4. 28 
9. 4. 2 
海 外 研 修 人文学部 講 師 長 井 由 里 イ ン ド ネ シ ア 寺院、 儀式、 仏教遺跡等の調査
9. 4. 9 
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渡航の種類 所 属 職
海 外 研修 経済学部 講 師
教育学部 助 教授
人文学部 助 教授
工 学 部 教 授
人文学部 助 教授
経済学部 助 教授
氏 名
青 木 亮
深 見 友紀子
赤 尾 千 波
熊 沢 英 博
岩 井 瑞 枝
酒 井 富 夫
品ム寸一
台
幸E
渡 航 先 国
湾
ア メ リ カ合衆国
連 ,g 、 王 国
大 韓 民 国
フ ラ ン ス
ア メ リ カ合衆国
中 華人民 共 和 国
第388号
目 的 期 間
台湾の鉄道に関する調査及び資料
9. 4. 5 
の収集 9. 4 . 13 
NewYork Washington Square 9. 4. 9 
United Methodist Churchにお
ける展示と演奏に参加，研究資料
の収集及び研究打合せ 9. 4 .14 
アフリカン ・ アメリカン研究国際 9. 4. 20 
カンファレンスに出席及び資料収
集 9. 4. 29 
韓国化学工学会春季学会に出席，
9. 4. 23 
特別講演及び共同研究の打合せ等 9. 4. 30 
インクナブラ関係資料の閲覧及び
9. 4. 24 
収集 9. 5. 8 
「日本 の農業，農民， 農村 戦後 9. 4. 28 
日本 農業の発展と課題J第7回国
際シンポジウムに出席及び研究打
合せ等 9. 5. 6 
昌司司Jミ』
〈住所変更〉
部 局 名 ，白ー‘ー． 職 氏 名
府、 務 部 文部事務官 宮 原 進
人 文 ：三子と£． 部 助 教 授 佐 藤 朋 之
外国人教師
ロゴーズナヤ
，， 
－ ニーナ
教 育 A寸U．ー 部 教 授 山 地 啓 司
，， 教 授 山 瀬 晋 吾
κ， 教 授 宮 崎 州 弘
’〉 教 授 黒 相l 晴 夫
教 5命
城 石 和 良，， 
（附属中学校）
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部 局 名 F呂4
『．
職
教 育 p寸tー． 音日 文部事務官
経 i斉 品寸t．ー 部 助 教 授
。 講 自前
，シ 講 師
，， 助 手
理 ぷ寸旦．ー 部 教 授
，， 助 教 授
民〉 助 手
工 ザ且ιー 部 文 部技官
〈新任者住所〉
部 局 名 r邑＆ー
・
職
庶 務 部 人事課長
文部事務官，， 
（人事書課長補lU
文部事務官，， 
（民事課学事調査帳）
経 理 音日 経理課長
文部事務官，， 
（管財係長）
文部事務官，， 
（用度係長）
文部事務官，， 
（経理課出納係）
文部事務官,, 
（経理課用度係）
施 告員瓦TL E果 施設課長
文 部技官，， 
（電気係第二主在）
10 
氏
品ふ＜，
寸ー
名
岡 元 祐里子
清 家 彰 敏
古 賀 さゆり
小 野 理 恵
坂 本 江 見
j青棲 保 弘
小田島 仁 司
和 田 直 也
黒 田 靖 子
氏 名
青 木 正 克
前 田 邦 樹
f薗 千 夏
海老根 裕
大聖寺 一 孝
新 出 信 幸
尾 崎 美 幸
高 崎 淳 也
芋 野 昭 作
林 英 則
報 第388号
平成9年5月発行
尚早’
報 第388号
部 局 名 ，巨Aー
・
職 氏 名
ナ品£． 生 部 厚生課長 畑 田 健
，， 入試課長 赤 松 ー 良
，， 文部事務
，呂� 
（厚生課主在専門職員） 横 山 正 弘
，， 文部事務官
（学生係長）
本 吉 友 治
イシ 文部事務官
（学生謀総務係）
竹 島 勢都子
人 文 A寸Aー 音日 助 教 授
（歴史文化）
徳 永 洋 介
，， 助 教 授
（文化環境論）
佐々木 重 洋
。 助 教 授（ヨーロ·7/l言語文化） 中 島 淑 恵
，， 講 師
（日本東洋言語tft) 大 野 圭 介
，， 外国人教師 朱 f故 征
教 育 P寸且ー． 音E 教 授
（社会科教育）
佐 藤 幸 男
，， 教 授
（英語教育）
高i頼 彰 典
，， 助 教 授
（学校教育）
小 林 真
，， 文部事務官
（事務長補佐）
近 岡 忠 夫
，， 文部事務官
（会 計係長） 塚 田 健 夫
，， 文部事務官
（学務係長）
川 上 重 信
臨時用務員，， 
（ 作業員）
中 西 義 夫
，， 副 校 長
（附属小学校）
水 上 義 行
，， 教 5命
（附属中学校）
堀 田 充
，， 養護教諭
。 山鳥 崎 未和子
，， 教 論i
（附属養護学校）
市田生r1 野 久 子
-11ー
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’， 
，， 
経
，， 
’〉
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官 職
教 授
（プロセス工学）
助 教 授
（通信制御工学）
助 手
（材料工学）
学 報 第388号
岡1
光 明
絹 石 達 也
田 和 博
平成 9年 5月 発行
部 局 名 官 職
工 ぶー且←． 部
事務補佐員
（電子物性デバイス工学）
附 属 図 書 館 事 務 部 長
，， 
情報管理課長
地域共同研究センター 事務補佐員
〈改 姓〉
部 局 名 r昆4『． 職
人 文 二主子主． 部 講 自市
人文学部・理学部 文部事務官
氏
み凶ザー
名
竹 内 美 貴
竹 若 重 勝
岩 I期l恭 幸
北 風 和 子
氏 名
葉 柳 靖 子
伏 喜 希代子
報 第3槌号
｜日 姓
中 キす
市 橋
ミlf!l��
本
竺J
文 学
部｜
4月10日 入学式 （富山市芸術文 化ホール） 4月 7 日 学部教務委員会
教養教育オリエンテーション 学部学生生活委員会
学生部・保健管理センターオリエンテーション 9 日 予算委員会
10～11日 平成 9年度国立学校施設実態調査説明会 （東 教授会
京医 科歯 科大学） 教授会 （ 人事）
10 ～14日 学長候補者本選挙不在者投票 大学院人文科学研究 科委員会
15日 学長候補者本選挙 10日 大学院人文科学研究 科新入学生オリエンテー
16日 就職 に関する講演会 （黒田講堂） ション
17日 富山県大学学生部懇談会 11日 「 人文学部のしおりj編集委員会
22日 第l団体育施設運営協議会 14日 学部新入生オリエンテーション
23日 公務員採用試験に関する説明会 （黒田講堂） 学部図書委員会
24日 第l回教養教育委員会企画 専門委員会 学部情報処理委員会
24～25日 第83回東海・北陸地区国立学校等会計部課長 15日 前学期授業開始
会議 （金沢大学） 16日 学部教育実習委員会
25日 第1 回教養教育委員会管理運営専門委員会 新入生健康診断
「大学評価」に関する説明会 （如水会館） 22日 学部入学者選抜方 法検討委員会
26日 北陸 地区国立大学体育大会運営委員会 （ 福 井 学部国際交流委員会
大学） 23日 教授会
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大学院人文科学研究 科委員会 学部入学方法検討委員会
独立大学院研究 科 （博士課程） 設置検討委員 9 日 人事教授会
� 、 大学院経済学研究 科委員会
30日 学部教務委員会 教授会
予算委員会 各種委員選考委員会
学部国際交流委員会 14日 広 報委員会
新入生オリエンテーション
教 育 学
新入生健康診断
15日 前学期授業開始
4月 2 日 ～4 日 21日 学部入学方法検討委員会
教育学研究 科教 科教育 専攻 （音楽教育 専修） 2 3日 学部入学方法検討委員会
入学願書受付 学部教務委買会
3 日 附属小学校第1 学期始業式 人事教授会
4 日 附属小学校入学式 教授会
7 日 附属中学校及び附属養護学校第1 学期始業式
8 日 学部学生生活委員会
附属中学校及び附属養護学校入学式
l理 学 部
9 日 学部教務委員会 4月 4 日 学科長会議
教授会 7 日 学部学生生活委員会
人事教授会 理学部案内編纂委員会
教育学研究 科教 科教育 専攻 （音楽教育 専修） ガラス工作室運営委員会
学力検査 学部図書委員会
附属幼稚園始業式 学部入試改善委員会
11日 教育学研究 科教 科教育 専攻 （音楽教育 専修） 8 日 年 史編纂理学部委員会
合格 発表 10日 大学院理学研究 科委員会
教育学研究 科委員会小委員会 教授会
教育学研究 科委員会 人事教授会
附属幼稚園入国式 大学院理学研究 科委員会 専任教授会
14日 新入生健康診断 11日 学部学生生活委員会と構内交通対策委員会委
15日 前学期授業開始 員， 交通指導員の合同会議
16日 学部入学試験委員会 学部就職 指導委員会
18日 教育学研究 科教 科教育 専攻 （音楽教育 専修） 学部教育実習委員会
入学式 学部動物実験委員会 （持ち回り）
18～19日 平成 9年度教育学部新入生合宿研修 （富山県 14日 学部新入生オリエンテーション
砺波青少年の家） 15日 前学期授業開始
21日 教育学研究 科前学期授業開始 16日 新入生健康診断
2 3日 学生定期健康診断 18日 大学院理学研究 科生物園環境 科学 専攻入学式
学部学生生活委員会 学部情報化対策委員会
学部教務委員会 自然 科学研究 科設置準備委員会（仮称） 理学
教授会 部会
21日 理学部案内編纂委員会
経 i斉 学 音E
自然 科学研究 科設置準備委員会（仮称）
2 3日 予算委員会
4月 7 日 学部教務委員会 学部入試改善委員会
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学部教務委員会
24日 学部学生生活委員会と構内交通対策委員会委
員， 交通指導員の合同会議
30日 大学院理学研究科委員会教務検討小委員会
工 学
引」
4月 5 日 教授会（臨時 ）
7 日 学生生活委員会
教務委員会
9 日 教授会
専任教授会
研究科委員会
博士後期課程委員会
学部運営委員会
14日 新入生学部オリエンテーション
15 日 授業開始
21日 自然 科学研究科設置準備委員会（仮称 ）
22日 教務委員会
入学試験検討委員会
23 日 教授会
研究科委員会
博士後期課程委員会
学部運営委員会
25 日 日 本材料学会 北陸信越支部平成 9年度支 部総
会及び 講演会（富山大学工学部 ）
28日 学生生活委員会
30日 北陸信越 工学教育協会富山県支部理事 会（富
幸E 第388号
山大学工学部 ）
学生定期健康診断
附属図書館｜
4月24～25 日
第48回 北信越地区国立大学附属図書館協議会
（富山医薬 科大学 ）
地域共同研究センター｜
4月 8 日 地域共同研究センター運営委員会
｜総合情報処理センター｜
4月 4 日 第1回広 報研修専門委員会
1 7日 第1回システム運用 専門委員会
22日 第1回企画運営専門委員会
30日 イ ンターネット利用に関する 講習会
保健管理センター1
4月16日 学生定期健康診断（新入生 ）
21日 学生定期健康診断（X線 間接撮影 ）
22日 学生定期健康診断（X線 間接撮影 ）
23 日 学生定期健康診断（教育学部 ）
30日 学生定期健康診断（工学部 ）
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平成9年度富山大学入 学者数一覧
（学 部 ）
旦寸ιー 音E 学 科 （ 課 程） 入学 者数
人 文 ザAιー 科 82 ( 1) 
国 際 文 化 学 科 56 ( 1) 
人 文 学 部
言 語 文 化 学 科 87 
計 225 ( 2) 
学 校教育教 員 養成課程 160 
教育学 部 総 合 教 育 課 程 40 
計 200 
経 済 学 科 164 ( 3) 
昼間 主 経 営 学 科 126 ( 3) 
コ ー ス 経 営法 学 科 105 ( 1) 
計 395 ( 7) 
経済学 部 経 済 学 科 21 
夜間 主 経 営 学 科 21 
コ ー ス 経 営 法 学 科 20 
計 62 
言十 457 ( 7) 
数 止寸えー． 科 53 
物 理 学 科 42 
化 λ寸以4． 科 40 
理 学 部 生 物 A寸以司． 科 38 
地 球 科 ぷ寸且ー． 科 4 0  
生物 園 環 境科 学 科 30 
言十 243 
電気電子 システム工学科 94 ( 1) 
知 能情 報 工 学 科 93 ( 4) 
工 学 部 機械知能システム工学科 108 ( 1) 
物質生命システム工学科 171 
計 466 ( 6) 
i口b、 1,591 ( 15) 
（注） 表中の（ ）は， 外国人留学生で内数 である。
（大 学 院 ）
研 究 科 専 攻 入学 者数
人文 科学 研究科
文 化構 造 研 究 専攻 10 ( 1) 
（ 修 士 課 程）
地 域 文 化 研 究 専攻 10 ( 2) 
計 20 ( 3) 
教育学 研 究 科
学 校 教 育 専 攻 9 
（ 修 士 課 程）
教 科 教 育 専 攻 27 
計 36 
経 済学 研 究 科
地域・ 経済 政策 専攻 4 ( 1) 
（ 修 士 課 程）
企 業 経 営 専 攻 10 ( 5) 
員十 14 ( 6) 
数 寸＝ー 専 攻 10 ( 1) 
物 理 ・二与 と子-4 専 攻 17 ( 3) 
理 学 研究 科
化 "if- 専 攻 15 
（ 修 士 課 程）
生 物 学 専 攻 10 
地 球科 学 専 攻 6 
生物園環境科学 専攻 9 
員十 67 ( 4) 
電 子情報 工 学 専攻 60 ( 9) 
工 学 研 究 科
機械シスァム工学 専攻 37 ( 2) 
（博士 前期課程）
物 質 工 学 専 攻 33 ( 1) 
化学 生物 工学 専攻 16 
.ー ーー..... -·· - 百十 146 ( 12) 
システム生産工学 専攻
ー ・ ．．．．．．． ． ．．．．．．． ． ． 
工 学 研 究 科
6 ( 2) 
（博士後期課程）
物 質生 産 工 学 専攻 9 ( 5) 
計
小 計 15 ( 7) ----- ・ ・ ・ ・ーーーーーーー ， . .
161 ( 19) 
合 計 298 (32) 
合 計 1, 889名
編 集 富山大 学 庶務 部 庶務課
富 山 市五福3 1 9 0 
あけぼの企画株式 会社
富山市住吉町1丁目5 -18
電話（ 2 4 ) 1 7 5 5（仰
印刷 所
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